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序

この調査報告書は、駒込地内の県道横越・新潟線改修工事に伴

い、山ン家遺跡・居浦郷遺跡を記録保存するために、平成４年５

月から６月にかけて行われた発掘調査の記録であります。

駒込地内は、新潟平野に分布する３列の砂丘列のうち、もっと

も内陸にある新砂丘Ｉに立地し、早くから遺跡の宝庫と称されて

いたところで､あります。調査の結果、縄文中期、弥生中期、奈良

・平安時代の土器・石器など多数が検出きれました。また、奈良

・平安時代と思われる素掘井戸状遺構と丸木井側型井戸が検出さ

れるなど、大きな成果を収めることがで､きました。

この調査によって得られた資料は、考古学的にも地域の歴史を

知りえるＩきて､､も意義深いもので､あると考えています。この貴重な

資料を学校教育・社会教育の場を通じて大いに活用し、先人が遺

した文化的遺産として後|{tに伝えていきたいと思っています。

終わりに発掘調査と本報告言の執筆に当たられました川上貞雄

先生からは、大変ご多忙のところにもかかわらず、快くお引受け

いただいたことに、深く敬意と感謝を申し上げます。また、発掘

作業に従事されました皆様にもその協力に心から御礼申し上げま

す。

平成５年２月

横越村教育委員会

教育長中川国保



例 にＩ

１．本書は新潟県中蒲原郡横越村における県道の拡幅改良工事々業に伴い、破壊が余儀ない周知

の遺跡、「山ん家遺跡」の発掘調査報告書で､ある。

２．調査は新潟県教育庁による事前の確認調査結果に基づいて、横越村教育委員会が実施した。

３．調査体制は次の如くである。

調査主体者横越村教育委員会教育長’二'１川｜玉I保

調査担当者川止貞雄（１１本考古学協会々典）

調査貝杉本恵子

佐藤友子

事務局横越村公民館泉沢宏一（館長・課長）上村真喜雄（係長）

古沢１１；和神||'た力'よ（専従）

４．調査は1992年５月１１日から'11年６月６日まで､の発掘調査と、１両1年６月８日から７月２５日まで

の整理作業をもって終了した。

５．当遺跡はその大方が、過去に建設された県道と川水路建設工事によって大きく撹乱されてい

たが、弥'|ﾐ時代と古代（奈良・平安時代）との複合遺跡であることが判明した。

６．本書の作成は調査員の他、｜Ⅱ中11偵子の協力を得、執筆は川上が当った。

７．出土遺物に関して、布川川'11志、増子正三iIIlj氏の御指導を得た。記して謝意を示す。

８．整理作業に当っては、笹神村郷士資料館の準備室を借用させて戴いた。

９．発掘調査参加肴

和澄鉄男野崎正男苦井春一菅井ミツイ晒名秀男

五十嵐秋雄武藤仁一郎鈴木静雄村木恒原平古

遠藤春一内ｌｌｌ良典

凡 例

１．遺物に対する挿図内の番号は、表番号及び図版写真内の番号と一致する。但し遺物番号では

ない。

２．図版写真内の番号で☆印の付くものは遺物番サで､ある。

３．遺物の実測図のうち、縄文土器、弥生土器、止師器、須恵器共に断面は白抜きであるが、文

字で表示した。

４．土器のうち、黒色士器及び、炭化物付着面の著しいものには、アミを被せて表示した。
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Ｉはじめに

１．調査に至る経過

当遺跡は横越村人字駒込集落の南西部人半を占めると推定される広範州に旦る遺跡と考えられ

る。かつて1973年に記録された調杏カードによれば、「昭和43年、砂取りで､全壊」とあり、集落

南西部の砂斥止にその中心部が存在していたものであろう。その後、よ｛)比高差のﾄﾞる現在の集

落内にも遺跡が広がっていることが知られる様になった。

この広がりの一部と推定される位置に、県道横越・新潟線が走っている。この道路は、｜日匡l道４９

号線、鹸新の亀|Ｈバイパス等と平行して新潟市、あるいは|玉I道７号線に接続するための主要道路

である。このため新潟県ｔ木事務所によって大方の拡''１冊改良Ⅱ事が進められて来た。いわゆる「

横越・新潟線特殊改良第一穂事業」Ｔ顎で､ある。

この路線が当遺跡の広がりに闘わ')があるかどうか、また隣接して存在する「居浦郷遺跡」と

の関わりのｲj無を知るため、事前の調盃、即ち遺跡確認調沓が必要となった。1989年１０月横越村

教育委員会は新潟県教育庁文化i了政課に依頼して実施した。その結果報杵の概要は次項に掲載さ

せて戴く。仙し添付図等は満略した。

この確認I凋介の結果、１１'ん家遺跡は全1ｍの発掘調査が必要となった。翌1990年発掘調査の計画

力ＷＩ米、１F算計上も調うたが、諸般の都合１２、発掘調査が実施出来たのは1992年５月となった。

２．遺跡確認調査結果概要

Ａ調査のll的

県道横越・新潟線拡l11m1:粥が周知の111ン家・居浦郷遺跡にかかるため事前に調査をし遺構・遺

物の有無、規模等を把捉して今後の遺跡の取扱い資料とする。

Ｂｒ淵杏地点の所在とＸノミ地

◇山ン家遺跡：横越村人字駒込字前郷３１２他

◇居浦郷〃：〃〃字居浦郷４５２他

この２遺跡とも新潟平野に分布する３列の砂斥列のうち雌も内陸にある新砂丘Ｉに分類される

亀|Ⅱ砂斥前列に所在する。

Ｃ調杏体制と調査期間

１．調杏体制

調合主体横越村教育委員会（教台長中川国保）

事務局泉沢宏一（横越村教育委員会社会教育課長）

調脊仙当茂川井儒彦（新潟県教育庁文化行政課文化財主事）

調査員高橋保雄（〃〃
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２．調査期間平成元年１０月１１日から１０月１８１１

現場作業１０月１１．１２．１３．１６日

整理作業１０月１７．１８１１

，調査の概要

１．調査方法

山ン家および居浦郷の２遺跡を含めた調査対象面積は、約5,170,2で､、その中に合計35か所の

トレンチを地形を考慮し、又、調杏ｎJ能な地区について任意に設定した。

トレンチ内の表土等の除去には、バックホーが入るところはバックホーを用い又、そうで､ないと

ころは人力で掘削した。同時に人力で遺構・遺物の検H1!、士層等の観察記録を行った。

２調査面積

◇調査対象面積5,170㎡

◇確認捌杏面積288m‘（試掘率、約5.6％）

３．層序（別紙第２図）

基本的には、大きく次の３つに分けられる。

（Ａ）山ン家遺跡南側・屑（Ｂ）砂丘の部分（Ｃ）削平された部分

浦郷遺跡北側および

’11ン家・居浦郷の間

（湿地の所）（111ン家遺跡）（居浦郷遺跡）

’

「
地

２０cｍ３０cｍ

４０cｍ

７０cｍ

ｌＯＯｃｍ

ｌｌＯｃｍ

３０cｍ

６０cｍ

７０ｃｍ

１１０cｍ

「
地

山

’|‘w火⑲砂’
青灰色粘lﾐとガ

（Ａ）ｌｌｌン家遺跡の南側・居捕郷遺跡の北側およびｌｌｌン家と居浦郷の間、いわゆる湿地の部分。

下層で､粘土やガツポが検{'',され三t層から湿地て､､あったものと推定される。なお、居浦郷遺跡の

北側は近年まで､池が存在していたということである。

（Ｂ）’1'ン家遺跡、いわゆる砂丘の部分。

砂丘-ｔの土暦であり２～３層から弥生土器・土師器・須恵器が検出され遺物包含暦と考えられ

る。４層以下は無遺物層で地ｌｌｌと考えられる。

（ｃ）居浦郷遺跡、いわゆる削平された部分。

現表土の-卜･からは、（Ｂ）で地山と推定したものと同一と考えられる砂が検出される。遺物包

含層は認められない。昭和30年代に、この地域一帯は土取りされ、削平されたということである。

２

ツポの混じり

衣 ｔ表士

黒網色砂賀腐柚士

陪網色砂質ｔ

明灰禍色砂

蹄灰色砂質士

表 土

黒細色砂

青灰色砂

青灰色粘ｔ



４．遺構

ｌｌトレンチから土坑１基のみ検出されたが、出土遺物から近世以降と推定される(別冊写真Nol5)。

他のトレンチからは遺構は検出されなかった。

５．遺物

３５のトレンチのうち12のトレンチの遺物包含層から遺物が出士している。その内訳は、弥生土

器47点、土師器１９５点、須恵器11点、近世以降の陶磁器と思われるもの45点、剥片２点、磨石１

点、鉄津11点、鉄片１点の合計３１３点である。

遺物は砂丘の南側斜面の山ン家遺跡から多く出二l:し、弥生土器はすべてこの部分からである。

又、砂丘の頂上部分および北側斜面からも土師器・須恵器が検出された。いずれも地山面と考え

られる層までは深く、遺物・遺構等の遣存状況は良好なものと与えられる。

Ｅまとめ

１．山ン家遺跡について

山ン家遺跡は、県道横越・新潟線の東側に延びていて駒込墓所遺跡に連続するものと考えられ

る（昭和60年８）lの詳細分布調査で碓認）。

砂丘の頂上部、北側斜面については、山ン家遺跡が延びたのか駒込墓所遺跡が延びたのかは明

確ではない。いずれにしろ北側斜面まで遺跡は拡大しているものと考えられる。

上層の状況より現道路の下にも遺物包含層が存在しているものと砦えられる。

２．居浦郷遺跡について

昭和30年代、多埜に砂取りが行われ削平されている。この砂取りの行われた部分についての遺

跡は壊されたものと思われる。

Ｆ今後の取扱い

事前調査では、県道横越新潟線の現道路部分を除く、拡幅予定地の遺構、遺物のｲi無、規模等

の確認調査を行ったが、下記の助'１により現道路を含め改修計画予定地の全線を本格調査する必

要があると考える。

①山ン家遺跡、居浦郷遺跡から、弥生土器、土師器、須恵器等の遺物が３１３点検出されている。

②両遺跡とも地山面と考えられる層まで深く、遺物等の遺存状況が良好なものと思われること。

③山ン家遺跡は駒込墓所に継続するものと考えられ、山ン家遺跡が延びたか、駒込遺跡が延び

たか明確でなく、また、北側斜面まで遺跡が拡大しているものと誉えられ、更に調査をする必

要がある。

３



３．発掘作業と整理作業経過

筆者等が当遺跡の発掘調査に関する打診を受けたのは1991年１月末日のことである。その当時

筆者等はすでに1991年度の調査日程が充満し、当然のことながら調査をお断りした。後日になっ

て1992年度での調査との打診があり、その時点で一応引受けることを諒承した。この長い空白の

時間に他の担当者の出現を願っていたことであった。

1992年６月筆者等は前任の作業を中断し、当遺跡の発掘調査に掛った。調査範囲は現状の道路

の両側に及ぶものとはいえ、これまで図面上での検討では安易に考えていたが､実際の現地の状況

は全く異なった状況を呈していた。その第一は現状の道路が考えても見なかった程の交通量があ

ること、さらに対向車同志の擦違いが容易ならざることである。第二は調査区域が道路面よりか

なり低い位置にあるものと、その逆の区域があること等がある。第三は調査区域が狭いことで残

土を総て他所へ搬出せねばならないことと、バックホー等の重機の施'111が附難なこと、廃士運搬

用のダンプカーが進入出来ないこと等々であった。

調査はバックホーによる表土除去作業から始まるが、後述する調査区の最も幅員があるＡ区（

第３図参照、１０ページ）の一部から行った。ここに使用したバックホーはバケット容量０．４，，１

台、積載量４ｔダンプカー１台である。廃土置場は２km先の村有地である。次いでＡ区の一部分

及びＤ区の表土除去はミニバックホーに切り稗えて行わざるを得なかった。なおＤ区における作

業は、建物等の移転跡であるため、建造物の基礎ブロック、古瓦等々の残材が多量を極めた。

表土排出後の掘削作業による排士は、Ａ区域についてはベルトコンベアーを設置して集約し、

搬出した。Ｄ区域での排士はミなどで集約したものをミニバックホーで掻揚げ搬出する以外に方

法はなかった。

一方安全対策として以道に接する全面にバリケードを設置し、さらに安全燈を全面に設置した。

一方Ｄ区は各所に民家のⅡ11入、があり、ｒｌ動車の通路を確保した。第３図に示した未発州部分

がそれである。Ｄ区における確認調査結果て､､は７片の二'二師器と３片の11恵器が報告されている。

当調査においても縄文土器１片、弥生士器１片、須恵器１片が検出されているが、遺構の検出は

皆無であった。この結果第２次的調査を考えていた通路残存部分の調査を放棄した。なお第３1ＸＩ

の④部分は亀田郷土地改良区が管理する地下水路の出口施設などがあるため、もとより調査は出

来ない地域である。

Ｃ区においては、確認調査の結果２片の土師器、１片の須恵器が報杵されているにとどまる。

さらに第３図に⑤で示した部分は砂丘の削平地と推定されている。前記Ｄ区域での調杏結果をふ

まえ、Ｃ区域の調査はＤ区域以上の多大な交通防害を要すること、地元住人の営業活動を完全に

停止させることなどから調査を断念した。

Ａ区域の調査結果や確認調査結果から、Ｂ地域は確実に遺跡の範鴫にあることは分る。然しな

がら調査範囲の幅員が３ｍと狭く比較的深掘を要するこの遺跡ではlmllI冊を調査することが限度

である。さらにその地点は確認調査で終了しているものと思われる。また第３図で⑥に示した部

４



分は駐車場入口に面するため調査を断念した。

Ａ区域のうち第３図①部分は遺跡の範晴には当らないとのことで｣1初より除外地とされていた。

②は廃士集約士兼搬出積込用地として確保し最終調査の予定にしていたが、これに接する部分、

即ち第６図グリットの５～６ライン以南は砂取りによってすて､に破壊が進んでいたため、この地

域の調杏を放棄した。③部分は地形的に窪地であり、さらに前記の用水路作成によって破壊が進

んでいることが見られるため調査を除外した。

以止のことから発掘調査範囲は第３図に示した予定地内のうち太線で閉んだ地点のみにとどま

った。調査の結果は確認調査結果とは異なり、遺跡の末端部であること、大部分が破壊されてい

ること、遺物出土層（いわゆる遺物包含層）もほとんどが撹乱層であった。遺構としては古代の

井戸遺構が唯一のものであった。

現地の本部兼休息所として近くの集落センターである駒込会館を使用させて戴き、器材収納場

所として志田清一･郎氏の作業棟を1告川した。また前記表土除去作業、安全施設等については有限会

社佐藤組の協力を得た。その他調査中の残士運搬には和澄策男氏所有の２ｔダンプカーの借用を

受けた。記して謝意を示す。

現地調査に引続いて整理作業を行った。整理作業は笹神村郷土資料館の一室を借用した。現地

での実測|叉lの整理、土器の注記作業、復元作業、分類、実測、撮影、さらに報告書作成へ向けて

のトレース、割付作業に要したＨ数は38日間、延人員１５０人であった。
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IＩ遺跡とその周辺

１．遺跡の位置と環境

横越村は新潟平野のほ封.中央部に位置する。村の東側は大きく蛇行する阿賀野川に遮られてい

るが、北蒲原郡の豊栄市、京ヶ瀬村に接し、南側も小阿賀野川を境にして新津市に接する。北及

び北西部は俗に山通りなどと呼ばれる低砂丘を以って新潟市、亀lllllIIにそれぞれ接している。こ

のような地形のもとで現在では所洲低湿地帯に俗するが肥沃な人地である。

山ん家遺跡は村の北側に当る人字駒込字前郷４７７悉地を中心にして所在する。ここは北側の新

潟市、Ｉﾉﾘ側の亀川町に隣接している。遺跡の立地は砂庇地に当る。これは新潟平野の最も内陸部

に所在するＨ本海砂丘である。

第１１叉|は新潟平野の内陸部に於ける古い砂丘を知る１２で､人手出来た昭和31年修｣lﾐによる地形図

に砂丘部分に太線で加筆したものである。★印で示した位置が当遺跡である。

この鮫も内陸部に位置する砂丘列は、こ茅野山、Ｈ水、城所、所AI〕、砂崩(亀llllHI)、駒込、藤11'、

平山(横越村)、笹111(新潟I|j)に連らなるもので､ある。｜jⅡI賀野川東部の盟栄市の一部分では、第１図

に兇る限り、すでに農地の土地改良事業が進み、砂丘の連らなりは不明だが、土地改良事業によ

る削平と兇るよりはlIi1I笠野川の河|Ｉによって砂の堆横が無かったものであろう。その東側は法花

鳥屋、黒山（豊栄市）、佐々木（新発H1市）、’|［ｉ賀、諏訪山（聖離町）へと連らなる。これが

第１砂丘群の前例に皇'1るもので､ある。

第１I砂斤群は新潟11j鳥屋野潟南側の長潟、イilll、岡111（新潟市）、｜jIlI賀野川東側の下111、兇国

山（盟栄市）を経て甚兵衛橋、ニツ||’（聖篭町）に辿る数条の砂脈列で､ある。ちなみに第１Ⅱ砂匠

群は鼓も大規模のもので､現在の海岸線にほ罰.平行して発達している。Ｉ)Li側の五十嵐、関屋、松崎

太夫浜、島兄浜、太郎代（新潟市）、地域浜、網代浜（聖篭町）へと連なる。第１図の範嬬には

ないが、内は角Ｈ１浜、越前浜（巻lHI）まで連っていることはいうまで､もない。

これらの砂_丘上に立地する遺跡の分ｲijは砂丘の成立を知ることで11然科学の上で利用されると

ころで､ある。縄文時代の遺跡が所在するのはゴミに第１砂丘群、第１I砂脈群にかぎられる。この内

爺も海岸寄のものに横土居Ｂ遺跡、細'1Ａ遺跡（蝋栄町）があり、共に第II群敵後列南側に位置

する。第Ⅲ砂丘群には当然の如くより時代の降った遺跡となる。火港亀塚遺跡（聖龍町）、束港

太郎代遺跡（新潟市）は共に古墳時代の製塩遺跡で､ある。その他多くの遺跡が点在するが、奈良

・平安時代の遺跡である。

当遺跡が所在する第Ｉ群の前列は西へ弓状につなげると、巻町止堰潟南の布[l集落の浜堤（波

によって打ち_上げられた砂磯が海岸線と平行するように堆積した高まりの地形）につながる。こ

の布目集落付近に位置する布'三I遺跡は縄文前期（約6,000～5,000年前）のものである。一方当遺

遺跡に隣接する砂崩遺跡（亀出町）、小丸山遺跡からは縄文中期（約5,000～4,000年前）の土器
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が出土している。この砂丘は後列に於ける砂丘列間の凹地に於ける泥炭層の堆積速度の計算から

130,000～4,300年以前には形成していたといわれる。少なくとも縄文中期以前にはすでに形成さ

れてぃたものて舗ある。遺跡はこの砂丘列南側に位置し、昔時は東側の凹地に向った斜面に立地し

ていたものと推定される。

第１図遺跡周辺の地形図

２．周辺の遺跡分布

山ん家遺跡が営まれた新砂丘第Ｉ群に属す最内陸部に位置する砂丘の内、特に亀田町地域の砂

丘・砂堆列は前後二列が認められている。当遺跡が所在する前列（内陸部）の位置は前項に記述

したが、亀田地域に残る後列の砂丘は四シ興野、手代山、北山、丸111、直山に至るもので、前列

の砂丘と約300～600ｍの凹地を有して平行に並んで､いる。

この二列の砂丘上に所在する遺跡は他の地域に比較して驚く程多い。第２図は亀田地域に於け

る第１群砂丘列とその周辺に分布する遺跡である。筆者等は土地不案内のため、或いは欠落のも

のもあるかも知れないが御容赦願いたい。ここに示した遺跡は縄文時代、弥生時代、古墳時代、

古代（奈良。平安時代）そして中世（鎌倉～室町時代）の遺跡である。この図で見る限り遺跡の

所在は砂丘前列に集中するかに見られるが、後列は住宅密集地帯であり、近年での遺跡発見は非

常に困難である。また一方て､､はその南側地域に砂取り事業の進んだ様子が見られることなどから

７



国作中冨姻Ｓ劇匝刈冨廻国囚冊

８



遺跡名

１ 鵜ノ子

２ 下西

３ 泥潟

４ 早通 前

５ 西 前 郷

６ 市助裏

７ 川西

８ 狐山

９ 貝塚

1０ 手代山

11 中ノ山

1２ 荒木 前

1３ 日 水

1４ 手代山排水路

1５ 養海山

1６ 八幡 前

1７ 武左衛門裏

1８ 栄徳寺裏

1９ 手 道

2０ 城山

2１ 斉助山

2２ 三王山

2３ 茨島

2４ 岡田

2５ 上沼

2６ 川根谷地

2７ 砂 岡

2８ 上ノ山

2９ 三篠岡

3０ 塚ノ山

3１ 向山

3２ 別 山

3３ 丸 山

3４ 彦七山

3５ 金塚山

3６ 浦ノ山

3７ 砂崩

3８ 迎山

3９ 前郷

4０ 駒込墓所

４１ 小丸山

4２ 居浦郷

4３ 丸山

4４ 蒼荷谷

４５ 藤山

4６ 笹山 前

4７ 神明社裏

4８ 城 山

4９ 中山

5０ 江尻

5１ 小杉

5２ 山のハサバ

5３ 上 田

5４ 宮尻郷

5５ 下郷

5６ 横越舘

周辺の遺跡一覧表

所在地

亀田町字腰廻り574～576

〃泥潟字下西

〃〃

〃茅野山字早通前

〃〃字西前郷

〃舟戸山３丁目723

〃〃５丁目331-1

'〃"

〃元町５丁目189-1、他

〃茅野山字鍋潟2793

〃城山

〃〃１丁目

〃茅野山字日水浦2911、他

〃〃字竹ノ花2232

〃〃字大倉

〃茅野山

〃〃字竹ノ花2336

〃字日水南492,他〃

〃城山甲字手道

〃城山４丁目１０２５－１、他

〃1127,他〃

〃所島１丁目780～790

〃袋津字茨島

〃城山字岡田

〃袋津字上沼

横越村横越字川根谷内

亀田町字袋津

〃砂崩字ヒノ山344

〃砂崩字三篠岡

〃袋津字塚ノ山

〃字向山5110

新潟市北山字前山341

〃丸山

〃字前郷262〃

〃字金塚131〃

亀田町砂崩字浦ノ山244

〃〃字浦郷307、他

〃〃字迎山

横越村駒込字前郷290、他

〃〃〃546、他

〃〃〃２４３

〃駒込字居浦郷

新潟市丸山字前郷472、他

新潟市蒼荷谷字伝次山466-1、他

横越村勝山

新潟市蔵岡字笹山前126、他

〃笹山203

〃蔵岡字城山219

〃〃字上境168

横越村小杉字江尻

〃〃字居村3404、他

〃〃字上田1167

〃〃〃１３９３

〃横越字下郷7027、他

ノノ〃〃

〃〃字舘ノ腰591

時代

平

古

(平）

平、鎌

縄、奈、平

(い、（鎌）

平

奈、平

''ノノ

(い、（鎌）

奈、平、鎌

奈、平、鎌～室

奈、平

古

平

古

縄

平

、

奈、平
中枇

縄、弥、奈寸平

"ノソ〃〃

平～室

平

ﾉソ

奈、、ｌｚ

(平）

平

奈、、ド

〃ノア
、

平、近

奈、平

平

奈、平

〃ノソ
、

平

縄、奈、平

"、、ド、室

縄、弥、平

平

縄、平

奈、、ド

平

奈、平

(平）（中）

縄、弥、平

平

〃、鎌

縄、平

(平）

(い、（鎌）

平

縄、奈、平

平

(平）、（室）

(室）

９

遺 物

土師器、須恵器

〃

須恵器

土師器、須恵器、中世陶器

縄文（後）、土師器、須恵器

羽口、鉄津、鉄片、木炭

土師器

須恵器

土師器、須恵器

須恵器、中世陶器

土師器、須恵器、中世陶器、井戸

須恵器、他

土師器、須恵器

〃

鉄鍬、鉄津

土師器、須恵器

〃

縄文（後）、土師器、須恵器、中枇陶器

土師器、須恵器

縄文（中）、弥生（中）、土師器、須恵器

縄文、弥生、土師器、須恵器

須恵器、陶磁器

〃

土師器、須恵器

〃〃

〃〃

ノノ′〃

須恵器

土師器、須恵器

〃 〃近世陶器

石嫉

土師器、須恵器

ノソノダ

土錘〃 ノノ

〃 〃

石錘〃〃

縄文（中）土師器、須恵器

縄文（中、晩）、土師器、須恵器、青磁

縄文（晩）弥生（後）、土師器、須恵器

土師器、須恵器

縄文（中）、土師器、須恵器

土師器、須恵器

土師器、須恵器

ﾉソ〃

′〃 ′′中世陶器

縄文（後）、弥生（後）、土師器、須恵器

土師器、須恵器

ノダ バ′中世陶器

縄文（後）、土師器、須恵器

須恵器

土師器、須恵器、中世陶器

ノノ〃

縄文（晩）、土師器、須恵器

土師器、須恵器

須恵器、青磁

中世陶器、茶臼

備考

1981年発掘調査

1979年発掘調査

1986年試掘調査

1981年発掘調査

1972年発掘調査



すて､に埋滅した遺跡が多いことも考えられる。砂丘上以外では河川の自然堤防と考えられる微高

地上にも遺跡は点在する。

山ん家遺跡は縄文中期（前期後葉まで遡る）、弥生後期、奈良時代の各時期に営まれた複合遺

跡である。縄文中期の遺跡としては37砂崩遺跡、３８迎山遺跡、４１丸山遺跡、２０城山遺跡がある。

この内城山遺跡以外は当遺跡に極く接近して所在する。縄文後期の遺跡は５西前郷遺跡、１８栄徳

寺裏遺跡、４５笹山前遺跡、４８中山遺跡がある。縄文晩期の遺跡は中期の38迎山遺跡に複合し、３９

前郷遺跡、５２上田遺跡がある。なお21斉助山遺跡、３１向山遺跡は時期不明のものである。

弥生時代の遺跡の内中期に属するものは20城山遺跡のみであり、後期は39前郷遺跡、４５笹山前

遺跡がある。なお21斉助山遺跡は時期不明である。

古墳時代の遺跡は西側に集中し、２下西遺跡、１４手代山排水路遺跡、１７武左衛門裏遺跡がある。

奈良。平安時代の遺跡は非常に多く当遺跡を含めて51遺跡を数える。中iltの遺跡は12ケ所を数

える。

以上の遺跡の内縄文時代、弥生時代の遺跡は複合遺跡である。特に弥生時代の遺跡は必ず縄文

時代の遺跡の跡に営まれている。また中枇の遺跡の内55横越館以外の集落遺跡も必ず古代の遺跡

の跡地に営まれている。これらは古代より引き続くものもあろうが、改めて遺跡の立地を考えさ

せられる遺跡群で､ある。

３．発掘区の状況と土層序列

Ａ発掘調査範囲とグリットの設定

発掘調沓予定範洲は5,170ｍ'に及ぶにもかかわらず、災隙に調査が111,来たのは第３ｌｘ|に示した

ＡＩＸ、Ｄ区で､あり、Ａ区域４８６ｍ２，Ｄｌﾒ:域120.5,2て､､ある。発州||調杏を放棄したＢ区、Ｃ区、及

びＡ区、Ｄ区の一部分について、そのfiMIlIはIiij章第３収に記述した。‐ﾉj第３Ⅸ|に兄る如く調査

予定地に対し、実際の調盃''1冊が狭いのは遺構碓I認深度が､'た均１４０cm、鼓人深度２４０cmに達した如

く深掘を余儀無くされたことにより、皿行裁の多い道路I､及び宅地側の安全性を考え、I1III来るだ

けの余裕を残した。その結果上i犯の如き【凋杏面積に''二まった。

ダー
パｉ

ｆ二

第３図開発予定地と調査範囲
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調査に先立ち調査区域を確定するため５ｍ四方のグリットを設定した。

Ａ区、Ｄ区を通じて・・線で一括出来る様な見通しを以って縦軸をＮ42度

Ｗとし、横軸に束寄りからＡＢＣ、縦軸を南側から北寄に向って１～３６

のグリットを設定して調査に臨んだ（第４図参照）。

Ｂ土層序列（第５、６図）

発掘調査区域の大部分は砂取り事業とその後の埋立によって複雑な土層

序列を呈している。Ａ区域に於ける調査で見る限り、｜日地形は南西から

北東へ向って１７～20度の傾斜･を以って砂丘の窪地に落ち込んでいること

が分り、Ａ区域の'''心以北が低いため砂取りによる破壊が免がれた様子

が分る。当砂丘はいうまて､､もなく黄llI色砂によって形成され、その上に

30～70cmの黒色砂質土が堆積している。この層が古代の須恵器、土師器

を始め、弥生土器を包含している。この土層のいずれかに生活面を有し

たものと思われるが不明であり、また弥生時代と古代との土層差も判別

出米ない。このことは第７凶に見る平面のＡ－６区からＣ－８区にまた

がるラインに於けることで、この北側の低地に残る部分はこの上層に堆

積している黒褐色砂質土層上面に古代の生活面を兄ることが出来るが、

弥生時代の遺物はこの面やこの下牌にも見られない。このことは第６図

Ｂセクションに兄られる３川砂、４，５の湿地帯を窺がわせる土層で､あり、

弥生後期には前記Ａ－６～Ｃ－８区が人々の生活出来る限度だったので

はなかろうか。

第５１xlに示した断面図は煩雑さを避けるため、上方の白抜き部分の客

土、中間被網の客土、ｌの遺物包含層に区分し、土質については別個に

数字で､>Jくした。ここに示した４～19区までがＡ区、その他はＤ区である。

この図で見る限り４～７区は砂取り工事によって深く掘取られ遺構、遺

物は無い。遺物包含層を残すのは８～１３区まで､である。１７区～36区は全

て客土の下層は黄'１１色砂で､あり、Ⅲ地表面と見られる地層を見ることが

出来ない。砂取りを含めた様々な理由て､､煙滅したもので､あろう。

Ｃ遺構平面図について（第７図）

調査の結果その大部分は撹乱地帯で､あることが判明した。僅かに旧状

の地山面を残す部分はＡ地区の内Ａ－６～Ｃ－８区より１８列までで､、そ

の他は撹乱地帯と、遺構を持たない地域とで､ある。これらの状況を細説

すれば、まず上記Ａ－６～Ｃ－８区を結ぶ傾斜の頂点以南は砂取りによ

る撹乱地帯であることが分る。白砂の台地を呈するが大少幾つもの窪み

を有し、比較的新しい時期のゴミ類を含む土砂によって埋立られている。

１２列には生活排水路が通り掘下げを中断したがその北側の１２，１３列には
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前述した如く破壊、撹乱を免がれた区域は僅かである。この区域はＡ－６区～Ｃ－８区を結ぶ

東西の線の北側に当る。この区域は第５図、第６図に示した如く北下りの緩傾斜を呈する。因に

束へは20度、西寄りには８度で､ある。

Ｄ遺構。遺物検出層

第５図の一部にや〉安定した遺物包含層を記入したが、これは西側壁面の一部て､､あってあくま

でも面として残存しているものて椴はなく、東側窪地に向って、かすかな薄い層を呈する。奈良・

平安時代の須恵器、土師器を検出する層はこの包含層にあり、その生活面は第６図の最上面であ

る。また唯一の遺構で､ある井戸遺構もこの面で発見された。

弥生土器の検出も多い。弥生土器の検出は本来なら、前述した奈良。平安時代の生活面である

当遺跡唯一の安定した面の下層にあるべきだが、この範囲には存在しない。弥生時代の生活面は

砂丘の直上て､､あり、隅然の一致で､あるが、Ａ－６区～Ｃ－８区を結ぶ東西の砂取り最低線直下の

第６図下層(弥生)遣跡の地層断面図

遺構を見ない平担地で

ある。１７区は地表より

241cm計る最も深い位

置で地山面に到達する

が、近現代の遺構と推

定されるものである。

18,19列は撹乱で不安

定である。

第７図下段はＤ区域

である。２１～23列の西

寄りは撹乱層である。

おそらく暗渠用水路工

事による掘込みによる

ものと考えられる。２４

～26,29～32列は安定

しているが遺構はない。

32列中心より落差が見

られ37列に向って砂取

りが行われた様子であ

る。近現代のゴミの出

土が多い。
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０

４．古代の遺構

当調査に於て検出された遺構は古代（奈良・平安時代）の井戸遺構、溝状遺構、小穴状遺構に

過ぎない。井戸遺構は新|Ｈ２本の井戸が一部を切合いながら接して同所に所在するが、古い井戸

の時代、時期は不明である（第８図参照）。

１号井戸（ＳＥ１）（第９図、図版７）

Ｂ－７区に中心をもち８区にかけて位置する。遺構は生活基盤である地表面より一段下った位

置に設施されている。一辺が170cmの隅丸方形の掘込みが見られ、４５cm前後て頴井戸設施が表われ

る。その面て､､の広がりは中心部で145cm前後である。断面図で示した様にこの面は一部が隅上り

の傾斜を呈している。井戸の中心はこの掘込みの南寄りに位置し、｜-'1形の井側を設施し、上部に

板による井枠を施した単純なものて､､ある。井側は自然木の丸太を割いたものて霞、底部の内径40c,､、

／

レベルまでで、それより降下した位置には存在しないことが知られた。即ち弥生時代の生活層は、

第６図に示した黒色砂層（被網部分）の上方延長部分内に存在するもので、その範囲は第７図の

Ａ－６区～Ｃ－８区に至るダック条の東側約数十cmまでに限られた。そしてその標高は２ｍ前後

である。第６図Ｃには、その前後の高さに川砂と推測されるものが迫り、その下層に湿地特有の

地層が認められる。このことから、弥生時代の生活面は当時の砂丘の窪地の末端部まで広がりを

見せていたものであろう。なお、ここてぃ採集した弥生土器の多くは撹乱層内での検出である。ま

た弥生時代の遺構は検出されていない。

第８図井戸遺構平断面図
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外径52cm、井枠まで､の高さ55cm、残存する高さ45cmである。この井戸側は図版７の１に見られる

如く、第９図断面の様に腐蝕状態で確認された。井戸底部は一段の窪みを呈し、黒色土を見るが、

いわゆる井戸のまなこが造られていたものと推測される。上部の井枠は一辺を完全に失い、他の

一辺も18cmの長さを残して腐植しているが、板を敷いただけのごく単純なものであるが井枠であ

ろう。これらの板はいずれも腐植が進み完形で､の取揚げは出来なかったが、現場に於ける計測で

は北側の板は長さ85cIn、｜幅14cm、厚さ１cm、南側は長さ80cnl、幅８cmで細い桟状の板が重なる。

西側の板は前述の如く幅は11cmだが長さ18cmを残しているにとどまる。

井戸構築に当っては、前記上方の開口部分の一辺が１７０cmの騒穴を湧水面まて叡－気に掘り、中

央部分にまなこの窪みを掘り、井戸側を敷設する。井戸側は漏水を防ぐため粘質土によって周囲

を固め、その上で､砂土で埋戻される。断面図西側に見る黄白砂は埋戻直前の崩落であろう。埋戻

しは井戸側の高さで､ある55cmて叡終り、井戸枠を敷いて上部は開放した。前記した如く４５cmの段差

を見るが、これが汲水の限度であったのであろう。

井戸側（第10図、図版１７☆２０９）に使用された木材は広葉樹て癖肉眼て叡見る限りではリョウガン

（センダン科、チャンチン）と推定される。現段階では科学的調査を行うに至っていない。井戸

枠は杉材･で､ある。

井戸の内部からは種子類が検出された。これらも肉眼で､兄る限りではウリ科の種子、山淑の種

｜
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第10図１号井戸井戸側実測図1／1２

－１７－

琴迦自『

子、桃の種子、オニグルミで､ある。このうちウリ科の種子は中間覆土中の検出である。また覆土

中より須恵器の杯（NQ176）を始め、縄文土器、弥生土器が一片づつ検出された。また、曲物の

底板と考えられる杉板の他木片等も流入していた。

２号井戸（ＳＥ２）（第８図、図版８）

１号井戸北東側に接して２号井戸があり一部は１号井戸に切断されている。この中心はＢ－

７区と８区の接点にある。素掘りの士拡であり何等の施設もないことから、単なる土拡とするこ

とも出来るが、１号井戸と同位置にあること、底部の比高差が１号井戸と僅か13cmであること、

坑の掘下げ方が先細りであることから井戸遺構とした。

２号井戸が確認されたのは１号井戸の掘削がかなり進んだ事点で､あり、撹乱層と考えていたも

ので、その接点部分にや動不明な点もあるが、１号井戸によって断切られているが幸いにも中心

部を残していた。２号井戸は上口直径100cm強の円形で､内部に３段の小ステップ°をもって坑径を

下げる。第１段は深渡40cm程で坑径70～80cmに落ち、第２段は60cmで坑径50cm、第３段は65cmで

坑径35cmに絞られ、底部は長軸22cm短軸18cmの隅丸の矩形を呈する。地表からの深度は85cmだが
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１号井戸との差は前述した様に１３cm浅い。遺物等の検出は覆土中に流入物である弥生土器1片が

ある。

溝状遺構（ＳＤｌ）その他（第７Ｍ参照）

Ｂ－１０区からＣ－ｌ２区にかけて浅い溝状遺構がある。幅員は一定でないが上幅１００～150cm、底

部は50cm前後の幅で､ある。深さは１０～21cmで､一定しない。確認出来た長さは１２ｍであるが未だ西

側の未掘部分へ続いている。中間部分に直角に交わる幅70cm、長さ３００cmで深さ20cm程の溝と重

なるがその形態から異質のものである。この後者の溝の側面内部に２ケの浅い柱穴（ピット）状

の穴がある、直径20ｃｍと30cmのもので深さは溝の上部から27cm、４２cmを計る。ピットはＣ－ｌｌ区

にいま１ケがあり、直径20cm深さ３１cmを計る。

第１の溝状遺構の東側には未掘区域に添って長い落ち込みがある。これはその束寄り地下に埋

設されている亀田土地改良区の用水路Ｉ事による掘り込みと考えられるものであり、第１の溝も

これに平行していることから、古代や弥生時代の遺構と兄るよりは、水路工事に関するものと見

ておきたい。後者の溝はその川途を知ることは出来ない。また３ケのピットも直接建造物に結び

つくものとは考えられない。

Ｃ－ｌ７区を中心にして２条の溝状遺構と小士坑がある。溝は''１，１ｍのものと７０cmのものとがあ

り前者は途切れている。深さは前者が１０～１４cm、後者は１０～22ｃｍと一定しない。瀧内にある士坑

は長軸60cm、短軸50cm、深さは33cmを測る。北寄りにも上坑の一部を検lllIしたが、推定直拙0ｃｍ

深さは36cmである。これらの満及び士坑共、内部を埋める黒色士から現代のものと考えられる。

1８
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Ⅲ

１遺物の出土状況

出土した遺物は縄文土器、弥生土器、イf器、土師器、須恵器、土製品、自然遺物がある。これら

の出土状況に関してはその大多数が中間位置の客土中から出土するものであった。この内縄文土

器は点数的にも９点に止まるが、１号井戸内の１点の他は総て客土層よりの出土である。弥生土

器の多くも客土層より出土した。安定した土層からの出土はごく少量である。この内あるものは

土師器、須恵器と同一層で､の出土で､あり、ごく少量の４点が下層からの出土て、ある。土師器、須

恵器も客土層よりの出土が多いが安定層内に比較的多い。井戸遺構以外に遺構が検出されていな

いことから、まとまっての出土は見ない。まとまった遺物の出土は土製占占で､、土錘６点がある。

Ｄ区に於ける出土状況はいうまでもなく客土層のものであるが、その数量は数点にすぎない。

２遺物の概要

Ａ縄文土器（第11図、図版９－１）

いずれも数cnlの細片て､､ある。１，２，４は羽状縄文を主体とするものである。３も含めて縄文

前期後葉の土器である。５，６は竹管文系、７，８は縄文、撚糸文を施す。共に縄文中期の土器

である。９は平行沈線文系であるが時期を特定出来jtJぐい。細部に関しては一覧表を参照されたい。

Ｂ弥生土器

出土遺物の中で最多数を占める。器種器形では細片のものが多く確実な区分は出来ないが壷形

（10～54）、饗形（55～101)、底部（102～117）、甑（118)、器台（119,120）がある。１３図に
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示したものは縮尺の関係で同一系態のものでもここに一括して呈示した。なお土器の細部に関し

ては一覧表に明示した。

１）櫛描紋系士器

ａ）列点紋ａ類（１０，１１，４６～50,67～68）施紋具の先端による庄痕で器の口唇部に連続

して施されたものである。この内１０，５０は口唇部の外寄りに、４９を除くその他は口唇部内寄りに

施紋されている。４９は内外２列の施紋がある。４６は口唇部外寄りに刻目を有する。器の内外面は

刷毛調整が主体を見る。６８の内壁は丹塗りが施されている。

ｂ）列点紋ｂ類（１２，１３，５１～53）いずれも１１縁部に羽状列点紋をもつものである。１２は

口唇部から内壁にかけて２段が見られ、５３も細片であるがその可能性がある。いわゆる羽状２段

列点紋である。５１，５２は内壁に１段が施されている。１３は受II状に張り出した11縁帯外面に１段

の羽状列点紋があり、１１唇部には斜格子状の圧痕紋がある。

ｃ）列点紋Ｃ類（45,69）菱形士器で荒い刷毛状Ⅱ具による横ナデの_上に11縁に添って列

点紋が施されている。

ｄ）波状紋（１６，１７，２４～26）１６，１７はlnl-･個体と思われる。刷毛状施紋具による調整の

上に６条ｌ単位の櫛状施紋具によって数種の紋様が施されている。上方より平行沈線紋、波状紋、

簾状紋、２段の波状紋がある。この波状紋はＴ具のIIllj端を交互亘に基点とする連続の扇形紋による

施法である。２４，２５は共に波状を有し、前肴は振111冊の少ない波条、後者や、荒い波条を有する。

共に細片であるが多条櫛捕紋に属するものであろう。２６は特に細片で不明で､あるが－．応ここに分

類した。

ｅ）斜格子紋（18,19）１８は壷頚部に1幅３cmの雌-ｔによる凸帯を有し、その凸帯部に施紋

具先端の圧痕によって斜格子紋を施す。左下りの浅い11ﾐ痕と右下りの深い圧痕とに使い分けてい

る。図示した''１心部に凸帯が無いが剥脱している。地紋には細かい刷毛[1がある。１９は紋様部分

の破片である斜格子の角度が強く、施文具のI{;痕の違いから別個体で､ある。共に小松式で､ある。

ｆ）平行線紋系（22,23）共に肉薄の器である。２２は縦位の刷毛状工具と横位の櫛状［具

による施紋と思われる。２３はや、深い斜格子状の沈線が兄られる。内壁は両肴とも刷毛|ｌを持つ。

小松式系である。

ｇ）簾状紋系（20,21）挿図で､は不明瞭だが上部に簾状紋が残る。先端の鋭いＩ具による

刺突紋が主力を占める。内壁は刷毛Ｈがある。小松式系で､ある。２１は５条ｌ単位の施紋具の先端

による簾状紋が施され、下部には同じ工具による掻揚紋がかなりの密度に施される。

ｈ）掻目紋系（28～３３，４２，５４）前項21の簾状紋の下部に見られる施紋共先端部による掻

揚による施紋を有する一群で､ある。この施紋位置が器内壁の口縁帯にあるもの28～３１，４２，５４と、

外壁にある３２，３３とがある。施紋具は５条～８条単位のものが知られる。施紋は無策意のものと

整然と並んだものが見られる。これらの内には掻揚手法と見るよりは刺突技法と考えられるもの

もある。これらの内や〉特異なものがあり、４２は４条１単位の太い施紋具で僅かに掻いたもので、

一見して刺突に見える。なおこの器は、縁外部に張北による、縁帯を有し、口唇部に刻目紋を有
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する。小松式土器で､ある。これら一連の掻目紋の内には簾状紋の崩れと見ることの出来るものも

ある。なお28は器内壁に２個のボタン状の飾りを張り付けている。

ｉ）その他（２７．４３，４４）２７は櫛拙による逆Ｌ字あるいはコの字状の沈線が施されている

が細片のため不明瞭である。一応流水紋に部類するものと考えている。４３，４４はいわゆるlLI帯紋

系の土器である。器の胴部あるいは肩部に細くて高いｔ紐による凸帯を有し、その帯頭に刻目が

ある。４３の刻11は櫛状施紋具の先端による列点紋が明瞭で､あり、４４は風化がはげしく不明瞭で､あ

るが同様のものである。共に小松式士器で､ある。

２）箆描紋系土器

ニツ釜式系土器（36～40）いずれも細片であり確定は出来ないが、肉薄の器壁の胴部に２条

あるいは３条程の曲線が箆描されたものである。４０の器血は箆みがきが施されている。

３）その他

ａ）擬縄文（14,41）１４は頚部に沈線が一liI1する11縁である。外面は刷毛21=|調整だが内面

に羽状の擬縄文を施す。４１は壷Illiil部片で､ある。沈線に区両された部分に僅かに擬縄文を見る。ＩＸｌ

示した拓影に兇る太い斜状のものはキズ痕で､ある。南御lllll式に比定される。共に原体は不明で、

ある。

ｂ）災殻紋（15）かなり外開ぎみの'１縁を11:する壷で､ある。内壁の１１祥部に添って細い羽

状の列点紋が施される。櫛状施紋典、あるいは刷毛状施紋典によるものとは異なるところから区

分した。確証は無いが旦殻による施紋であろう。

ｃ）1111き紋（34,35）３４は薄い器確に条線状の叩きが施され、その｣２に刷毛状施紋具によ

って調整されている。３５は細片で､あるが故に突起部を張り付けた如くに兇えるが叩き紋であろう。

角張った溝を有する施文典と兄られる。

ｄ）スリップ（８６，１０９，１１０，１１９）泥状の素地を器1ｍに覆って上器の表面を仕上げる方法

で、化粧上、化粧掛と呼ばれるもので､ある。８６は化粧掛けの上から縦位の箆ナデによって調整が

施されている。１０９は刷毛目紋の｣さに薄い化粧掛が行われている。１１９は器台と推定されるもの

で､、器内部分、脚部内側に化粧掛が行われている。

ｅ）刷毛目、箆調整止器、その他図示した１１縁部のものの内に無紋の土器もあるが、多くは刷

毛Ｈによる調整、即ち刷毛目紋も有するものが多い。また前項の種々の紋様帯のものの多くに刷

毛目調整が施されている。

また箆状Ｉ典による縦位のナデによる調査も兄られ、８６のスリップの上の調整、７９の無紋で､の

箆ナデ、７２，８７の器の腰部から底部にかけての箆ナデなどがある。

ｆ）その他の器種（118～120）１１８は底部の中心部に１０mmの孔を有する器であり甑である。

底部の残欠品で､あるが、刷毛Ｕ紋が残る。１１９，１２０は器台と推定されるものである。前者はスリ

ップで前項に記したが、肉厚の造りである。後者は脚部の残欠で､肉薄で手びねりの痕跡を内部に

残している。
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ｇ）例外の土器（75,81）７５は尭形土器の11縁部片である。口縁部の両面を張土によっ

て補修している。横３～2.5cm､縦１．８cmの張土が見られる。８１は何転台、或るいはロクロ状用具

を使用しない手ぴねりの土器と推測されるもので､、口径16cmを測る斐形土器である。

Ｃ石器

少量の石器がある。１２１はいわゆるスクレーパーで､片面に刃部を造り出している。長さ26mmの

硬質頁岩で層ある。122,123はスリ石で､ある。前者は握り手のくびれを持つが自然石て叡、あるいはタ

タキ道具に用いられたものかも知れない。この他剥片16点がある。

これら石器類の所属は不明である。縄文時代、弥生時代のいずれかであろう。
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Ｄ古代の遺物

時代を異にする古代の土器類と自然遺物がある。上器類は土師器、須恵器、‐上製Ilil1iである。こ

の内上師器は全てロクロによる水挽法によって成形されたいわゆるロクロMIlj器で､あり、弧忠器

と時期をIiTlじくするもので､ある。

１）ｔ帥器（第１７図）

髪類（124～133,137～146）器の令容を兄ることの'''１,来るものは無いが、独部で外灰する

11縁部と比較的憂いIliil部を呈するいわゆる111艮翌に部類する人姻のもの１２４と、ほ罰.1両｣狐と推定

出来る111型の１２５の他、あまりIIliil部が焚くならない小皿の１２６の蔀喧類職に分類Ⅱ',米るが、ここ

て､､はそれらを知ることのlljI来る遺物の,ｉｌ１ｌｌ２趣がごく限られているのて､､、改めて区分しない。

１２４～１２８は折り返した１１縁に２次的I淵整を稗んど加えない叩純なⅡ縁を兄る･１２４は頚部に

輪積の痕跡を兄る。川紘の外以は大きくしたがって器の故人径は’1緑部にある。127は１１梓部を

押えられている程度の変化を兄、雄大径は胴部に兄るものであろう。これらの饗の底部は丸底を

呈するのが一般的であるが、限られた少二股の''１｢'二片の中に丸底の破片を検,ｌｌｌＩしていない。１２８は

頚部に沈線が一・周する。１２９は外反した厚い「1梓部を内側につまみ上げたもので､ある。１１径の計

測は出来ないが''１型のものであろう。１２５は開いた１１緑の先端部を内側に折り返したもので、箆

状工具で､頚部をおさえている。１２６は１１唇部外面を指先て誤おさえ、頚部外而を折又は箆状1:具に

よっておさえられたものて､､ある。ここでは小型で､あるが、上帥器聖知本来の大きさから比較すれば

中型に部類するもので､ある。１３０～１３３は姿の底部である。いずれも平底で､ある。１３３はロクロ

からの切離しが1111転糸切り痕を残している。１３１は底部に張土が兄られる二重底を呈している。

これらが大型、中型の双方に関わるものか否かは不明である。

１３８～１４６は主に胴部以下の施紋を示した。熟の頚部から胴部上層にかけては137或るいは124

の如く内外共に刷毛目によるナデが主体であるが、胴部は叩き目紋が主体で､ある。叩き目は平行
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条線状のものであり、内面の当具は平行条線状のものと曲線状のいわゆる青海波紋とがある。ま

た１４２の外面の如く刷毛状工具によるいわゆる刷毛目紋のものがあり、内外面共に刷毛目紋の上

部から叩き技法が施されたものｌ４２，１４４～１４６などがある。

渦類（１３４～１３６）渦と識別され、さらに図示出来るものはこの３点に過ぎない。全容は

勿論不明であるが、口縁部に最大径を有し、底部は丸底で浅い半円形を呈する。その口径は40ｃｍ

程のものが普通で､ある。１３４は口唇部を上方へ折り返し、外面をおさえたもので､あり、１３５は外

反する口唇部の先端外部をおさえたもの、１３６は同じく外部を強くおさえた造りである。いずれ

も口縁部は指によるヨコナデ、胴部は内外共に刷毛状工具によるヨコナデが見られる。胴部から

底部にかけての施文は不明であるが、一般的には外面の平行条線状のﾛ|]き目紋、内面の当具は青

海波紋などが施される。

坪類（１４７～１５１）ここにj不として一括したが、本来３種類に分類するものである。１４７

は口径20ｃｍと云う大型のものであり本来なら大Ⅲ、盤とでも呼称するものであろう。図版15に見

られる様に実際の遺物は部分的なものであり、や〉もすると計測に多少の誤差を見るかも知れな

いが、大差は生じないと思う。器壁の立ち止りはや、外開きぎみで口唇部を受口状に変化させて

いる。これは丸棒状の工具で内面からおさえによる手法である。器間には内外共に丹塗りが施さ

れている。

１４８も細片だが全容を知り得る。やや急な立ち止りを呈する器壁を有し、口径に対する底径比

が大きい。器外面には剥離痕があるが丹塗りの痕跡がある。１４９，１５０は器壁の立ち上り方に多

少の異りが見られるが、形態的には１４８に類するものであろう。

１５１は黒色土器である。比較的小さな底部から外向きの器壁が立ち上る。全容は不明だが土不と

言うよりは浅鉢状の坑であろう。内面に黒色処理が施され磨き上げられている。外面も綴密な胎

土を良く磨き上げている。俗に内黒土器とも称している。

２）須恵器（第18、l91X|）

鉢（１５２～１５４）２個体の把手付鉢で､あり、１５４は１５３と同一個体である。１５２は上方へ立

上る短頚の口縁部を有し、肩から胴部にかけて脹みを持つ。その最大径直下に把手を持つ。把手

はや、偏平で先端が尖っているが断面は丸味を持つ。図示した様に牛角状に士向きの曲線を画く。

細片のため把部の検出は１個であるが、おそらく左右対象に付設されていたものと推定される。

１５３は把手部分とその接合部の細片であり他に１５４の胴部の破片があるが形態は不明である。把

手部は前者と同様の丸味を有する偏平なもので、先端は弧を画いて丸味を持つ。これらの器壁は

共に平行条線状の叩きＵ紋と内部の青海波紋からなる。

壷類（１５５，１５９，１６４～１７０）

双耳壷（１５５）直立ぎみの短頚壷の肩部に耳部を有する。耳部は欠損しているが８ｍｍ程の円孔

を有する。１個のみの検出であるが相対する面にも付設されたものと推定され双耳壷とした。壷

は肩の張りの強い形態で、胴部との接点に沈線が一周する。
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短頚壷（１５９）口径１３２ｍｍに対して、高さ15mmの短い頚部が僅かに外向きに立上っている。肩

部から胴部にかけてば動.球状の形態を呈する。器壁はかなり肉薄である。

広口壷（１６４～１７０）１６４～１６６は広口壷の頚部である。外反する口縁部の先端を外下部へ

強くつまみ出し、また上部へも僅かにつまみ出している。外面には櫛状施紋呉によって歯状紋（

鋸歯状紋）が施されている。１６７は頚部の接合部分の片である。内側のナデと下部の青海波紋が

残る。１６８～１７０はいずれも叩き目紋を有する細片であるが、広'二I壷の胴部、腰部の部分と推測

出来るものである。

瓶類（１５６～１５８，１６０～１６３）

長頚瓶（１５６～１５８）いずれも肩部の細片であり、頚部の形態も把握出来ないが長頚瓶であろ

う。１５６は頚部の取付部分を知ることが出来る唯一のものであり、そこにリング状の細いI皿I紐が

一周する。頚部の外径は49ｍｍと知ることが出来る。や、丸味を帯びた肩部はロクロ水挽によるヨ

コナデ痕が残る。１５７，１５８は肩部上面がや、平拙な造りで、肩が強く張り出す。後者の肩部に

は僅かな凸帯が見られ、上部に沈線が周る◎共に肉薄の器である。

横瓶（１６０～１６３）１６０は頚部側面の接合部分の破片である。胴部で､の鼓大器高（径）１９８ｍｍ

を測る。１６２は胴部中央部分の片で最大径は212mmを推測することがＨ１I来る。共に刷毛Ｈと青海波

紋から成る。また’６２の表面には１条の、然利lが流れ、横瓶の窯積の形態が知られる。１６１，１６３

はそれぞれ側面の塞ぎ孔部分て､あるが、共に成形_Ｉ部の孔で､ある。それぞれ別化1体と思われる。

坪蓋類（１７１～１７５）図示した如く全容を知るものは待無で､あり、また鮒部分を残すものも

無い。器の推定直径は１７０～１５４ｍｍであり、後述するj不類より１段と大型である。それぞれ器端

部の折り返し部分に大きな特徴を持つが、１７４は特に顕著である。内側の箆調整も鋭い。

坪類（１７６～１９２）

坪（１７６～１８９）後述するところの間台を有するいわゆる有台土不に対して無台の土不である。｜叉｜

版１７の如くいずれも破片であるが、ある軽度の形態を知り得ることが出米る。１１径は１３６～

１３０ｍｍと統一し、器高は37～30ｍｍとや、バラ付きがある。形態的には底部から腰部にかけて丸味

を持ち、器確の立ち止りも丸味を,帯びており、総じて肉厚である。器確のや、外開きぎみのもの

に１８６，１８７があり、前者は'1織部にかけての器磯が薄い。底部に兄る特徴では箆起しによる後

でナデ調整を加えたものが多い。

有台付（190～１９２）３点の検出であり、いずれも低い高台を貼り付ける。１９０，１９１の高台

は外側へ張り出す角度のもので､外面が角立つ。１９２は丸味のある断面の高台である。器壁の立上

りは口縁部で､や、外反する。’1襟１５０ｍｍ、１３８ｍｍ、器高43,46ｍｍと多様である。

碗（１９３～１９５）高汽を有する大型碗に部類する。高台は低く、や〉粗末なもので､、１９３

の外向きのものは特異と言えよう。器の令容を推測出来るものは１９５のみである。この器は|にI元

と胴部中央にそれぞれ細い沈線を一周させている。また腰部の造りは箆状工共による削りが施さ

れている。沈線紋を有する碗は稀のものである。

2８
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３）土製,』i尚（第20図）

土錘（１９６～２０１）土師質の土錘（陶錘)である｡長さ65～50mm、最大径16～12mm程の円筒

状のもので､中心部に最大径を持ち、両端部が細い。言うまて綱もなく漁網のおもりで､あり一括して

出土した。出土位置が発掘区の限界置で､あることから未掘地になおも一括遺物があるものと考え

られる。

玩具（２０２）オハジキで､ある。厚さ４ｍｍ、最大径17mmの土師質の焼きものである。表面に

魚形らしい形の張土がある。

羽口（２０３）鍛治炉（火床）の通風管の先端部分である。２０３の他に細片が１点検出されて

いる。２０３も小片だが推定直径60mm、内径30mm程で､ある。先端が内外共にすぼまり、内径は先端

部で26mmて､､ある。両者共先端部にガラス状のスラグが癒着している。

４）その他

井戸側（lXl版１７，２０９）巨木の割り抜きによる筒状のものて､､ある。この遺物に関しては前

章の井戸遺構で記述したので､ここて､､は省略する。また井戸枠と考えられる板材についても、様て､、

ある。

木製品図示しなかったが曲物の底板と椎定される板がある。井戸内覆土で､の検出である。長

径１２０ｍｍ、短径１００ｍｍ、厚さ８ｍｍの杉材.で､ある。

種子類井戸遺構内より４種類の種子類が検出されている。これらは専門的調査に至っていな

いが、次のものである。

ウリ科の種子（図版18-205）種別を断定出来ないがウリ科の種子で、長軸４ｍｍ、短軸２．５

mmのもので、４７９粒が-一括している。出-ｔ状ﾙILから１個体のものと推定しているが確証はない。

山淑の種子（図版１８－２０６）ＩＩＬ〔径３～４ｍｍの小粒の'11形種子で､ある。１４粒が一括出上した。

桃の種イー（図版１８－２０７）長軸24mm、短軸15mmを測るほ葛.同計の２個の種子で､ある。

クルミ（似|版18-208）外皮のみの破批物であるがクルミと推定ＩｌｌＩ来る。推測の城をlll,ない

が、オニグルミで､あろう。
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文 器縄 土

挿図

ＮＯ

遺物
ＮＯ
出土区域 器種

計測（m､）

高さ 口径 底径

造り

内 外
胎土

焼
成
色 備 考

１０ 2６ Ａ－Ｃ－７ 壷 200 ハケメハケメ 石英粗粒 良 焦茶色 口唇部内外に箆圧痕紋

1１ 2３ Ａ－ＳＥ１ ﾉノ 1６０ ハケメ、ナデ〃 石英粒 ﾉノ 茶色 ′'

1２ 3１ Ａ－Ｃ－９ ノノ 1５０ ハケメ〃ヨコナデ 石英粗粒 ﾉノ 暗褐色 羽状箆圧痕紋

１３ 3５ Ａ－Ｃ－１７ ﾉダ ﾉノ 岩石粒少 ﾉノ 薄茶色 〃

1４ 3８ Ａ－Ｃ－９ ﾉア 100 ナデ頚部に沈綿 長石粗粒 中 赤褐色 ′ノ

1５ 7５ Ａ－Ｂ－７ 〃 1６０ ハケメハケメ 石英荒粒多 良 茶色 〃貝殻紋力

1６ 3９ Ａ－Ｃ－９ ﾉノ ﾉ′ノノ 石英粒多 ﾉノ 黒色 器内灰色櫛描・波状、簾状紋

1７ 4０ Ａ－Ｔ２ ﾉノ '〃 ''ノソ ﾉア '' 同上同一個体力

1８ 220 Ａ－ＣＴ ﾉノ ハケメハケメ 石英、長石粒 ﾉソ 薄茶色 帯状張土

1９ 221 Ａ－Ｂ－８ ﾉソ 長石微粒 ﾉソ 黄白色 斜格子紋の帯状張土の剥離片

2０ 5１ Ａ 〃
ハケメハケメ 石英微粒 ﾉノ 黄茶色 櫛描簾状紋、刺突紋

２１ 4４ Ａ－Ｃ－９ ﾉノ ハケメ 石英細粒 〃 黄白色 櫛描紋

2２ 5８ ﾉノ ハケメ 密〃 ﾒﾀ 焦茶色 器内灰色

2３ 9０ Ａ '' 石英粗粒 ノノ 黒色 器内薄茶色、櫛描紋

2４ 4２ Ａ 〃 ハケメ 微砂粒少 不 〃 櫛描流水紋

2５ 4１ Ａ－Ｃ－７ "' ハケメ ﾉノノノ 良 茶色 波状紋

2６ 9１ Ａ－Ａ－４ ﾉノ ハケメ 石英雲母細粒 中 黄白色 櫛描紋

2７ 5９ ﾉノ ハケメ 石英細粒 不 黄茶色 櫛描紋力

2８ 6７ Ａ－ＳＥ１ ノ

石英粗粒 良 薄黒茶色 櫛描紋、ボタン付

2９ 4６ Ａ ﾉノ

石英粒 ﾉソ 灰色 櫛描紋

3０ 5０ Ａ ﾉソ

微砂粒多 ノタ 灰茶色 〃

3１ 4８ Ａ－Ｃ－１０ ′〃
ナデ 石英、雲母粒多 ﾉソ 薄茶色 ノノ

3２ 4９ Ａ ノア

長石、石英微粒 ノノ 黒色 〆ノ

3３ ４７ Ａ－Ｃ－７ ノソ

石英粗粒多 中 薄茶色 ノゾ

3４ 6０ Ａ ノノ

ハケメタタキナデ ノ バノ 黄茶色

3５ 9２ Ａ ′ノ

ナ デタタキ 微砂粒 良 茶色

3６ 6２ Ａ－Ｔ 〃 ﾉノ 槻露割繊揃 ノ 焦茶色 器内灰色箆描

3７ ６１ Ａ－Ｃ－９ 〃ソ ﾉダ ノノ〃 ﾉノ ′' 器 内灰色〃

3８ 6３ Ａ 〃 ﾉダ ノノノダ '〃 〃 ﾉ

3９ 8８ Ａ ノノ

石英微砂粒 中 薄茶色 ﾉ′

4０ 8９ ノダ

微砂粒少 良 茶色 〃

4１ 9５ Ａ ﾉゾ
ナデ 砂質 ﾉノ 黄茶色 擬縄文

4２ 4５ Ａ－Ｂ－７ カメ ハケメ 石英粒多 ﾉノ 茶色 3本櫛歯の刺突紋

4３ 5２ Ａ－Ｔ埋土 〃 ハケメ 〃バノ ﾉソ 黄茶色 突帯紋

4４ 5３ Ａ－Ｂ－５ ﾉノ

ヨコナデヨコナデ 石英粗粒多 中 ﾉソ ﾉソ

4５ 5６ Ａ ハケメハケメ 砂粒多 ﾉダ 白茶色 圧痕紋

挿図

ＮＯ

遺物
ＮＯ
出土区域 器種

計測

高さ 口径 底径
造り 胎土

焼
成

色 備考

１ ９ Ａ－Ｂ－７ 深鉢 縄文 砂質 良 赤褐色 前期後葉、口緑部

２ ７ Ａ－Ｂ－８ ノノ 〃器内ミガキカ 密 ノダ 赤茶色 〃

３ ８ Ａ－Ｂ－１０ ノグ ｆ 砂質 不 灰白色 〃

４ ６ Ａ－井戸 〃 ノノ ノノ 良 赤茶色 ノタ

５ １ Ａ－Ｂ－７ メタ 竹管文 密 〃 灰白色 中期

６ ２ Ａ－Ｂ－１０ ′〃 ノノ ノノ ′ダ ﾉダ 〃

７ ５ Ａ－Ｂ－７ ﾉノ 撚糸文 砂質、雲母 ノソ 茶色 ノダ

８ ４ Ｄ－Ｃ－２１ ﾉ′ 縄文 ﾉソ 中 灰白色 ノノ

９ 5７ Ａ－Ｂ－８ ﾉノ 平行線文 密 良
焦茶色

薄茶色
時期不明



挿図

ＮＯ

遺物

ＮＯ
出十区域 器種

計測（m､）

高さ 口径 底径

造り

内 外
胎土

焼
成
色 備考

4６ 3６ Ａ－Ｃ－７ カメ ハケメハケメ 岩石粒 良 暗灰色 圧痕紋

4７ 2９ ， 〃 (200） ハケメ、ヨコナデ〃ヨコナデ 微砂粒多 不 薄茶色 器内黄白色圧痕紋

4８ 3０ Ａ－Ａ－５ 〃 ﾉソ 岩石粒多 ﾉザ 〃 〃 〃

4９ 2７ Ａ－Ｃ－８ ﾉｱ ハケメヨコナデ 岩石粒 〃 黄白色 〃

5０ 235 Ａ－ＤＴ Ａグ

砂粒 ′' 薄茶色 圧痕紋

5１ 3３ Ａ ﾉタ ノダ 黄白色 磨耗激しい〃

5２ 3４ Ａ ﾉリ

石英粗粒 ノ′ 茶色 ノノ

5３ 3２ Ａ ﾉノ

細砂粒 中 黄白色 ノダ

5４ 4３ Ａ－Ｃ－２０ ﾉソ
ヨコナデ 石英粗粒 不 黄茶色 櫛描紋

5５ 7８ Ａ－Ａ－５ 〃 (260） ハケメハケメ 微砂粒 パグ ′

5６ 5５ Ａ－Ａ－４ 〃 〃 〃 石英､長石粒多 中 Ａ〃

5７ 3７ Ａ 〃 戊グ 石英粗大粒 〃 黒色 器内一部に炭化物付着

5８ 8５ Ａ 〃 ノダ ナデ 石英粒少 中 薄茶色

5９ 7４ Ａ－Ｂ－７ 〃
ハケメ〃 石英雲母細粒 ﾉソ 白茶色 器内薄茶

6０ 7９ Ａ－Ａ－５ ｆノ (210） 〃 石英微粒 良 薄茶色 器内黒色

6１ 7７ Ａ－Ｂ－７ ノノ (150） ノノ ナデ 砂粒 ﾉダ 茶色

6２ 8３ Ａ 〃 ノノ ノ、ケメ 石英雲母細粒 ﾉソ 灰茶色

6３ 8６ Ａ パグ ノノ ナデ 微砂粒 中 黄茶色 一部炭化物付着

6４ 8２ Ａ－Ｃ－８ ノダ ノダ ハケメ、ナデ ノダ 黄土色

6５ 8１ Ａ－Ａ－５ ノノ
ヨコナデ 石英細粒 中 赤茶色

6６ 8４ Ａ ﾉソ
ナ デナデ 石英微粒 良 黄茶色 肉薄

6７ 2５ Ａ－Ｂ－８ 〃 180 ハケメナデハケメ 砂粒少 中 焦茶色 圧痕紋

6８ 2４ Ａ－Ｃ－７ 〃 200 ﾉソ ハケメ 石英粒 ﾉノ ﾉソ 〃器内顔料塗付

6９ 5４ Ａ ﾉｱ 184 ノダ 〃ナラ罫 粗砂粒 良 薄茶色 器内灰色圧痕紋

7０ 236 Ａ－Ｃ－１２ ﾉノ 242 戎′ ナデ 石英粗粒多． 中 黄白色

7１ 234 Ａ－Ｃ－９ ノダ 200 〃 ヨコナデ 石英粗粒多 良 黄茶色

7２ 9３ Ａ－Ａ－２ 〃 160
ヘフ

〃ナデ
ヘラナデ､ハケメ 石英長石雲母粒 茶色

7３ 229 Ａ－Ｃ－８ ﾒﾀ 150 ハケメ〃 石英金雲母粒 ′ 黄茶色 器外一部炭化物付着

7４ 232 Ａ－Ｃ－８ ﾉソ 1５０ 〃 〃 石英雲母粒 ノソ 黒色

7５ 7２ Ａ－Ｂ－７ ﾉダ
ナ デナデ 妬､砿鮒； 〃 黒色 口緑部に器内外に張土

7６ ７１ Ａ " 1４２ 〃 〃 石英荒粒 バノ 白茶色 口緑に炭化物付着

7７ 7３ Ａ－Ｃ－９ ﾉソ ノノ ヨコナデ 岩石粒 ノア 茶色 口縁内炭化物付着

7８ 233 Ａ－Ａ－５ ﾉノ １７０ ハケメ 石英細粒 ノノ 灰色 器内暗灰色

7９ 231 Ａ－Ｂ－９ ﾉリ 200 〃ハケメ、ナデ 石英粗粒多 不 黄茶色 箆調整

8０ 7６ ﾉノ
ヨコナデカ〃 石英雲母多量 中 薄茶色 口唇部黒色

8１ 6８ Ａ ﾉソ ノダ 手づくね 石英粗粒多 良 パグ 器内黄茶色指押痕

8２ 8０ Ａ－Ｂ－８ ﾉソ 1２０ ハケメ 石英細粒多 不 ﾉダ

8３ 6９ Ａ－Ｃ－８ ﾉダ 1５０ ハケメナデ 石英粗粒多 良 焦茶色 口唇部

8４ 226
Ａ－Ａ－４．５

Ａ－Ｂ－７
〃 210

バノ

ナデ
ハケメ 石英粗粒 〃 ﾉノ 器内薄茶色

8５ 228 Ａ－Ａ－４ ノノ ハケメハケメ 石英粗粒 良 黒色 84と同一力

8６ 7０ Ａ－Ａ－４ ノダ 220 〃ナデ〃 石英金雲母 ﾉﾉ 赤茶色 器外面化粧土

8７
223

～225
ノノ (300） 300 〃〃ナデⅢﾍﾗｹﾘ 石英長石多 グ 黄茶色 〃丸底

8８ 219 Ａ－Ａ－５ ノダ 〃 〃 砂粒 不 赤茶色 磨耗

8９ 214 Ａ－Ｃ－８ ノソ 〃 ノア 石英粗粒 良 黄土色

9０ 220 Ａ－Ｂ－８ ノダ ﾉソ 石英微粒、砂粒 不 ﾉソ

9１ 212 Ａ－Ｂ－８ ノノ ハ ケメ〃 石英微粒、〃 良 明褐色

9２ 2０１ Ａ－Ｃ－９ 〃 ハケメ〃 石英粗粒 不 黄白色

9３ 206 Ａ－Ｂ－８ 〃
ハケメ〃 雲母微粒 良 茶褐色

9４ 210 Ａ－Ａ－４ ′〃 〃 〃Ｊ、フ 石英､長石､砂粒 ﾉソ 褐色

9５ 207 Ａ－Ａ－４ 〃 〃 〃 石英微粒、砂粒 ﾉア 黄土色

9６ 222 Ａ－Ａ－５ ﾉノ 7０ ﾉソ ナデ 石英粒多 不 白茶色

9７ 227 Ａ－Ａ－４ ﾉノ ハケメハケメ 石英
』＝

良 赤茶色 丸底

9８ 9４ Ａ－Ｃ－８ 〃 9６ 〃 〃 岩石、石英 ﾉソ 黄茶色 器内赤茶色

9９ 230 Ａ－Ｃ－１０ 〃 7０ 〃ヘラケズリ キ 砂粒 中 焦茶色 器内黄土色

100 ５ Ａ－Ｃ－１０ 底部 6６ ﾊｹﾒ、へラ ＃キ 石英粒 不 赤茶色

1０１ ３ Ａ 〃 lOO ハケメハケメ 雑 良 薄茶色 表面風化

1０２ 1２ Ａ－Ｃ－８ 〃 6０ ﾉノ ヘラミガキ 石英粒 〃 〃

103 ２
Ａ－Ａ－４

Ａ－Ｂ－７
ﾉダ 6５ 〃ハケメ、ミガキ 密〃 中 白茶色 器外面底部共にミガキ



器

石 器

± 師

3５

挿図

ＮＯ

遺物
ＮＯ
出土区域 器種

計測（m､）

長さ 巾
備考

1２１ スクレーパー 2６ 1７

1２２ スリ石 7９ 5９ 自然石

1２３ ﾉノ 7９ 6２

ブレーク 16点

挿図

ＮＯ

遺物
ＮＯ
出十区域 器種

計測（、）

高さ 口径 底径

造り

内 外
胎土

焼
成
色 備考

１０４ 1１ Ａ 底部 6０ ハケメ、ミガキ 石英粗粒 中 焦茶色

1０５ ９ Ａ－Ｂ－１０ 〃 6６ ミガキハケメ 石英粒砂粒 良 薄茶色

106 1０ Ａ－Ｂ－７ 〃 7０ ヘラミガキ 石英粒 ﾉ 暗褐色 器内黄茶色

1０７ ８ Ａ－Ｃ－７ ノゾ 6２ ﾉダ 石英粒多 〃 黄白色 底部ミガキ上げ

1０８ 1４ Ａ－Ｂ－７ ′〃 7５ ﾊケメヘラケズリ 石英､長石､雲母 ﾉソ 白茶色 底部黒色

109 1５ Ａ－Ｂ－７ ′〃 6６ ノソ 石英荒粒多 グ 薄茶色 器外面に化粧土

110 ２１ Ａ－Ｂ－８ ノダ 6２ ハケメハケメミガキ 石英粗粒多､雲母 良 白茶色 化粧十

1１１ 1３ Ａ ノタ 7８ ノダ 密 ノノ 黒 色

1１２ 1９ Ａ－Ｃ－９ ノノ 9１ ヘラミガキヘラミガキ
○

石英荒粒多 ノソ 薄茶色 器内灰色、底部ミガキ

1１３ ４ Ａ－ＢＴ ′〃 lＯＯ ハケメ 石英粗粒多 中 白茶色

114 １ Ａ－ＡＴ ﾉア 7６ ハケメ〃(ﾍﾗﾐ＃ｷ） 石英粗粒 良 薄茶色 底部剥脱

1１５ 1７ Ａ－Ｂ－７ ノダ 6０ ハケメ 長石、石英荒粒 ′' 茶色 器内黒色

116 1６ Ａ－ＳＥ１ ﾉノ 5４ ハケメハケメヘラケズリ 石英荒粒 黄茶色 〃

1１７ 2０ Ａ ﾉソ 6０ 〃ヘラミガキ〃 砿窯母鮒 中 薄茶色

118 1８ Ａ－Ｃ－９ 甑 8０ ﾉダ（' 石英荒粒少 良 茶色 底部ミガキ上げ

1１９ 2２ Ａ－Ａ－５ 器台 〃ヨコナ亭 石英砂粒多 〃 " 器内、底内共に化粧士

120 6４ Ａ－Ａ－５ 〃 指押圧ナテ睡攻り 微砂粒 〃 赤茶色

挿図
ＮＯ

遺物
ＮＯ
出土区域 器種

計測（m､）

高さ 口径 底径

造り

内 外
胎土

焼
成
色 備考

1２４ Ｈ3０ Ａ－Ｃ－９ カメ (250） ハケメハケメ 石英長石粒 不 明黄色 炭化物付着

1２５ 〃１０ Ａ－Ｂ－１１ ′〃 (182） 〃〃 密 良 褐色

1２６ 〃９ Ａ－Ｂ－ｌＯ ′〃 (140） ﾉソ′〃 石英細粒 ′〃 黄褐色 炭化物付着

1２７ 〃６ Ａ－Ｃ－７ ノダ ﾉノノソ 長石細粒密 不 明褐色

1２８ 〃８ Ａ－Ｃ－９ ﾉノ

長石微粒 〃 明黄色 頚部に沈線廻る

1２９ 〃７ Ａ－Ｂ－１１ ﾉノ

長石粒 良 黄土色

1３０ 〃３２
８
８

Ｂ
Ｃ

Ａ
Ａ

′' (66） ハケメナデ 砿､妬､雲酷砿 不 黄白色

1３１ ''２５ Ａ－Ｃ－９ ﾉア

(56） ﾉノノノ 石英粗粒 良 赤茶色 底部に張土

1３２ 〃２６ Ａ－Ｂ－１１ ﾉゾ (65） ナデ〃 密 ﾉノ 黄土色

133 〃２７ Ａ－Ｂ－ＩＯ 〃 (58） 〃 糸切 ﾉノ 不 ﾉソ

134 〃５ Ａ－Ｂ－１０ ナベ ハケメハケメ 妬､破日漉調 良 ﾉダ

1３５ 〃２８ Ａ－Ｃ－７ ﾉソ 〃 ノノ 密、長石細粒 不 ′

1３６ 〃３１ Ａ－Ｃ－１２ 〃

ナデ 密 ノダ 灰白色

1３７ 〃２９ Ａ－Ｂ－８ カメ ハケメ〃 f〃 ﾉノ 黄土色

138 〃１６ Ａ－Ｂ－１０ ′'

条線タタキ 〃 ﾉダ ノノ

1３９ 〃１３ Ａ－Ｂ－１０ ′〃 〃 ノノ ﾉソ 良 褐色 炭化物付着

1４０ 〃１１ Ａ－Ａ－２ ノノ 〃 〃 ノゾ ノノ 明黄色 炭化物付着

1４１ 〃２４ Ａ－Ｂ－７ 〃 バダ 砂質 〃 褐色

1４２ 〃１８ Ａ－Ｂ－９ ﾉザ
ハケメ

青海波ハケメ
石英雲母 不 明黄色

143 〃１９ Ａ－Ｃ－８ ｚ'

青海波タタキ 長石粒 良 明褐色

1４４ 〃２０ Ａ－Ｃ－１２ ﾉノ ノ ノ〃 〃、砂質 汎' 黄土色

145 〃１２ Ａ－Ｂ－７
ハケメ

青海波
〃 長石、石英粒 ﾉリ 褐色



挿図

ＮＯ

遺物

ＮＯ
出土区域 器種

計測（、）

高さ 口径 底径

造り

内 外
胎土

焼
成
色 備考

1５２ Ｓ２４ Ａ－Ｂ－１０ 鉢 (274）
ハケメハケメ

青海波タタキ
ii，蹄、骸純 不 灰色 把手付

153 2２ Ａ－Ｂ－ｌＯ ﾉソ ナ デナデ 密 ノノ ﾉザ ノア

1５４ 2１ Ａ ﾉゾ 青海波タタキ ノノ 〃 暗灰色 153と同一個体

1５５ 1６ Ａ－Ｂ－１１ 双耳壷 (108） 〃 ノ､ケメナデ 長石粒 良
黒灰色
灰色

1５６ 1９ Ａ－Ｂ－８ 瓶 ハケメナデ 〃 ノノ 灰色

1５７ 2０ Ａ 〃 ナ デ〃 密 ﾉノ ノノ 自然紬

158 1８ Ａ－Ｂ－５ 〃 ﾉノ〃 ﾉノ ﾉノ 〃 ﾉノ

1５９ 1７ Ａ－Ｃ－１８ 短頚壷 (132） ハケメ〃 長石、石英糧粒 〃 ﾉノ 戊ノ

1６０ 2６ Ａ－Ｃ－ｌ８ 横瓶 青海波〃 長石細粒 〃 黒灰色

1６１ 5０ ， ﾉノ ハ ケメ〃 '′石英 ノ 灰色

1６２ 2７ Ａ－Ｃ－ｌ８ 〃 青海波〃 密 ﾉノ 黒灰色 自然粕

1６３ 2５ Ａ－Ｃ－１８ ﾉノ 〃 〃 長石細 ﾉｱ 暗灰色

1６４ １ Ａ－Ｂ－ｌＯ 広口壷 (44） 密長石微粒 ﾉノ 〃 口緑部歯状紋自然軸

1６５ ２ Ａ－Ｔ埋土 〃 〃〃 ﾉノ ﾉソ 〃 ノソ〃

1６６ ３ Ａ－Ｂ－９ ﾉソ ﾉノノノ ﾉノ ﾉノ 〃 〃〃

1６７ ４ Ａ－Ｂ－１０ ﾉソ 青海波ナデ ﾉノ '' 〃 頚部

1６８ ５ Ａ－Ｃ－１２ 〃 ﾉノ タタキ 〃イLi燕勝立 ノ 白灰色

1６９ ６ Ａ－Ｃ－９ 〃 ノ タタキ 〃 〃 暗灰色 器内剥離

１７０ ７
８
９

Ｂ
Ｃ

Ａ
Ａ

ﾉソ 〃 ハケメタタキ 行英粒 良 黄土色

１７１ 4７ Ａ－Ｃ－１２ 杯蓋 (170） 斜 不 白色

1７２ 4４ Ａ－Ｂ－４ ﾉア 1５８ 長石荒粒 良 灰色

1７３ 4３ Ａ－Ａ－４ ﾉノ 1６２ 密 ノノ 暗灰色 器内外にスス

1７４ 4５ Ａ－Ｂ－８ f〃 1５４ 石英微粒 ノノ F1灰色

1７５ 4６ Ａ－Ａ－２ ﾉノ 密雲母 ノダ 灰色

1７６ 4８ ＳＥ１ 坪 3５ 1３６ 1００ ﾉア 不 ノノ 器内外共にアバタ状に剥離

177 3６ Ａ－Ｃ－１２ Z' 9０ 底部ナデ 密長石荒粒 良 灰色

178 3７ Ａ－Ｃ－７ ﾉノ 3７ 130 9０ ヘラオコシナデ 長石粒 ﾉノ ﾉソ

1７９ 240 Ａ－Ｃ－１２ ﾉノ 7０ 左ロクロ 剛瓢鮒鮒 不 黄土色

1８０ 2４１ Ａ－Ｃ－１２ 〆ノ 7２ 底部ナデ 石英粒砂粒 良 暗灰色

1８１ 4０ Ａ－Ｃ－１２ ﾉア 3５ 1３０ 9０ ﾉソ 石英荒粒 ノア 灰色

1８２ ４１ Ａ－Ｃ－ｌＯ ﾉソ 8４ ヘラオコシ 密 ノソ 暗灰色

183 245 Ａ－Ｃ－ｌ２ ﾉノ (80） 底部ナデ 石英荒粒 パグ 白灰色

184 244 Ａ－Ｃ－１１ 〃 8４ ヘラオコシナデ 〃雲母 ノソ 黄土色

１８５ 4２ Ａ－Ｂ－５ ノ 8６ 砂質 不 白灰色

186 3９ Ａ－Ｃ－９ 〃 3６ 130 8４ 底部ナデ 長石粒 良 ﾉソ

187 3８ Ａ－Ｃ－１２ ﾉｱ 3０ 134 8６ 長石石英細粒 ノ 灰色

188 242 Ａ－Ｂ－５ ノダ 8６ 石英粒砂粒 '' ノノ

1８９ 243 Ａ－Ｂ－９ ノダ 7６ ヘラオヨシ 石英微粒 ﾉア ﾉノ

1９０ 3２ Ａ－Ｃ－１２ 有台杯 4３ 1５０ 8８ 石英細粒 不 白灰色 高台剥離

1９１ 3４ Ａ ノダ 8８ 密石英微粒 良 黒灰色

挿図

ＮＯ
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ＮＯ
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146 Ｈ1７ Ａ－Ｂ－１９ カメ
ハケメ

青海波
タタキ 石英雲母 不 褐色

1４７ 〃３３ Ａ－Ｃ－８ 杯 3７ (200） (140） 石英荒粒 良 丹塗 器内外に顔料塗

148 〃 Ａ－Ａ－７ ノノ 3５ １４０ 8６ 長石粒 不 ﾉノ 器外に顔料塗胎土剥離

1４９ 〃２ Ａ－Ｃ－１０ ノタ 8０ 石英、長石細粒 ﾉノ 黄土色

1５０ 〃３ Ａ－Ｂ－１１ ﾉソ 7２ 石英粒 良 ﾉソ

1５１ 〃４ Ａ－Ｃ－ｌｌ ノダ 6０ ミガキ 密 ﾉダ ﾉノ 内黒



その他の土製品

その他の出土遺物

１．各時代の遺物について

Ａ縄文時代の遺物

前章で報告した９点の縄文士器片が検出された全てである。これらの土器が縄文時代の前期後

葉に位置ずけられるものと、中期のものとに分けられることはすでに報告した。これらの土器片

の多くは客土や、撹乱層からの出士であるが、ＮＱ４の１点は古代の井戸内よりの出土である。こ

のことから縄文遺跡がここに存在していたことを明らかに物語るものであり、周辺遺跡からの流

入物でないことが明らかである。したがって南側に隣接していたと考えられていた前郷遺跡はあ

るいは広大なひろがりを呈していた~可能性が推測される。

Ｂ弥生時代の遺跡

当遺跡が地質学上の日本海新砂丘１－２と呼ばれているこの地域で確認されている内では、最

も内陸部に位置する砂丘の上にある。また調杏部分が砂丘の端部であり、その裾が約20度の角度

をもって地中に深く落ち込んでいく斜面に位置していたこと、また一部分の高地部は過去による

Ⅳまとめ
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1９２ Ｓ３０ Ａ－Ｃ－ｌ２ 有台杯 4６ 138 8８ 石英長石粒 不 白灰色

193 ''３３ Ａ－Ｃ－１２ 碗 100 密石英粒 良 暗灰色

194 〃３５ Ａ－Ｂ－７ ﾉ′ 8８ 石英粒 ﾉダ 灰色

195 〃３１ Ａ－Ｃ－１２ ﾉノ 7３ 1５４ 9８ 腰部へラケズリ 密 不 白灰色

挿図

ＮＯ

遺物

ＮＯ
出十区域 (、）

205 Ａ－ＳＥ１ 種子類 ウリ科の種子 ４×２．５ 479粒

206 ′〃 '' 山淑の種子 の３～４ 14粒

207 ﾉア ﾉダ 桃の種子 ２４×１５ ２ケ

208 ′' ﾉゾ クルミ 1ケ

209 〃 木製品 井戸側

挿図

ＮＯ

遺物

ＮＯ
出十区域 器種

計測（、）

長さ 口径 外径
造り 胎土

焼
成
色 備考

196 １ Ａ－Ｃ－９ 土錘 6５ ５ 1７ 密 良 赤茶色

1９７ ２ Ａ－Ｃ－９ ﾉｱ 5３ ４ 1６ 〃 ﾉノ ノダ

198 ３ Ａ－Ｃ－９ ノノ 6２ ４ 1６ 〃 ノノ ﾉソ

199 ４ Ａ－Ｃ－９ ノノ 3６ ４ 1２ ノノ ノノ ′〃 半欠

200 ５ Ａ－Ｃ－１０ 〃 5２ ４ 1２ ﾉソ ′〃 ノノ

201 ６ Ａ－Ｃ－９ ノノ 2３ ６ 1２ ノノ ノノ 〃 半欠

202 Ａ－Ｂ－７ オハジキ (１６×17） ノノ ノノ ノノ

203 Ａ－Ｃ－１１ 羽□ (30） 6１ 粗 破片

204 ﾉノ ノノ 〃（細片）



土砂採集事業による撹乱層などであったため、弥生時代の遺構を見ることは出来なかった。

出土遺物は撹乱層での出土が多かったが、総数1,985点の細片がある。この内口縁部片35、底

部１９、胴部1,617点が識別された。これらは壷、翌を主とするが蓋が多い。弥生土器の髪はいう

までもなく煮沸と言う用途が優先されたものである。

これらの土器はすでに報告した如くいくつかの系統で構成されている。いわゆる畿内系の櫛描

紋系土器、北陸系の小松式土器（石川県）、北関東系のニツ釜式土器（茨城県）、東北系の南御

山Ⅱ式土器などである。県内に於る弥生土器編年はその遺跡数から見ても盛観とはいえず、確た

るものを知らないが、中期初頭に位置付けられている緒立遺跡、猫山遺跡から六ノi頼遺跡、下谷

地遺跡、山草荷遺跡、六地山遺跡、そして弥生雄終末期の千種遺跡などがある。このような中て撫当

遺跡が営まれた時期は、前述の土器型式から弥生中期後葉にその主体を置くものであろう。

当遺跡を長年に亘って視続けて米られたi西井利男氏から、桝形囲式土器の出土もあると教えら

れている。桝形開式土器（宮城県）は南御Ⅱlll式土器に平行するもので、時期的な変動を見るも

のではない。

ところで弥生時代はおよそ前３世紀頃から、後３世紀の終末頃にかけて継続したと考えられて

いる。この時代は水稲耕作に基づく完全な農耕社会が形成された時代である。そして弥生中期は

前１００年、後１００年とみなされている。この頃、この砂丘の前面を流れる阿賀野川は、どのよう

な自然環境を作り出していたものであろうか。

Ｃ古代の遺跡

士師器、須恵器が111,土するのは脈史時代て､､ある。この時代の遺構として井戸遺構がある。ヅ'二戸は砂

丘の端部にあり、河川の存在も窺われた。井戸は古代の様式を呈する巨木の割抜き井戸側で、井

戸内より土師器の壷Non、須恵器坪No176が検1111しており、時代的には動かない。古代の井戸に

は丸太、曲物などの井戸側を復数重ねたものがあるが、ここて､､は単一のものであった。又井戸の

廃棄に当っては応々にして何等かのｷLl事をするものがあるが、それらも一切見られないものであ

った。
ハジキ

土師器は言うまでもなく弥生｣旦器の流れを汲む赤焼きのｔ器で､あるが、前代（古墳時代）の士

師器とは製作の面で異なり、こ、で言う土師器とはロクロによって成形されたもので、須恵器と

平行して使用される。一方須恵器は大陸からもたらされた技術による焼物で、硬く焼き締められ

たものである。土師器に比して耐水性に強いが火熱に弱い。この様な性質から土師器は煮沸用具

の喪、渦と食膳具の坪類があり、須恵器は貯蔵具の壷、瓶と食膳具の坪、碗類がある。

土師器は出土総数１０６点で識別出来るもの、坪５、渦３の他は髪類である。前述した如く髪類

の多くは煮沸に使用され、炭化物の付着するものが多い。須恵器は総数１６１点の出土がある。こ

の内坪類70,坪蓋５、坑３，鉢２、瓶７、その他は壷類である。

これらの土器から見られる遺跡の年代推定は、個体数の少なさから限定することは出来ないが、

ここで言えることはお〉よそ次の様な目安にしたいと考える。土師器の内、尭類の口縁形態、及

び坪類が須恵器の坪の形態に同じであること、そして９世紀初頭には主流となるや蚤坑形に近い
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坪や、小型髪が全く見られないことが指摘出来る。一方須恵器では坪類の多くが丸味を帯び、鉢、

壷の形態が、貝尾窯祉の遺物の形態に極似している。また沈線を有する碗も貝屋窯j:1t及び山崎窯

祉のものに類似している。以上のことから当遺跡の古代に関しては、その上限を８世紀中葉に考

えるが、下限は現在の資料からは８世紀を降るものではないと考えられる。

２．おわりに

当発掘調査は道路改良に伴う緊急調査にも力､、わらず、単に調査払当者の不在、多忙が理由で

長期間に亘って保留されていたことは、拙当者の一人として残念であった。またこの事実によっ

て多くの関係機関はもとより地元の方々及び多くの方々が不快を感じたで､あろうことを考えると遺

憾に思う。

Ｈ本の台地は1,000年に２～３ｍの隆起が進んでいたと言われている。弥生時代はさておき、

８世紀には日本海は現在の海岸線まで後退していたはずであるが、当遺跡周辺の低湿地はいかなる

環境の基にあったか想像しがたい。ふた昔前までは考えられなかった新潟平野の微高地に、近年

古代の遺跡がぞくぞくと発見されている。弥生時代に農耕と共に人11増加が見られたと言われて

いる如く、古代に於ても爆発的な人口増加が見られたと言われている。山ん家遺跡の'性格は不明

だが、いつのロか何等かの手掛りが得られれば幸いである。

現地調査も整理作業も限られた時間の'二'1でのものであった。したがって何彼といたらない点が

多いことを承知している。当調査で公私に亘って御指導、御援助を賜われた多くの方々へお礼申

し上げる。１９９３．２．１１

川上貞雄
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